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多文化社会における芸術文化の意義とあり方
The meaning of the art in the multicultural society and the way of having it
　浜松市には、ブラジル人約 1 万3000人をはじめ、多数の外国人市民が暮らしている。しかしこれらの
外国人と日本人との交流、特に文化的なそれは、サンバ大会等を除いてはまだほとんどないという状況であ
る。
　歴史的に見ると、文化は異文化との交流によって刺激され、新たな展開を遂げてきた。わが国の奈良時代
天平文化や、安土桃山時代の南蛮文化はその典型といえる。
　こうした観点から、筆者らは 3 年間にわたって、ブラジル人たちと実際に芸術活動における交流や協働
（コラボレーション）を図る試みを行ってきた。この研究報告では、それらを紹介し、異文化をつなぐもの
としての芸術の意義を明らかにするとともに、外国人市民という「文化資源」を軸にした浜松市の文化政策
のあり方を提起したい。
Although considerable number of foreign residents including about 13,000 Brazilian live in Hamamatsu City,
they and the local Japanese do not have enough opportunity for social communication nor the cultural ex-
change except for special events like the Samba festival.
Culture has historically been stimulated and developed when it came across the different ones.  The Tempyo
Culture of the Nara period and the Namban Culture of the Azuchi-Momoyama period in Japanese history can
be a good example.
Since 2000 we have worked on the cultural exchange and collaboration between the Brazilians and the
local people through the art. In this research report, I will introduce these activities, which will show the
significant role of the art to connect different culture. I will also propose a new model of cultural policy which
is based on the essentiality of the foreign residents as “the cultural resources” in Hamamatsu City.
1．はじめに
　現在、浜松地域には 2 万人を越える様々な
民族からなる外国人が居住・生活している。こ
れらの外国人の多くは、「ニューカマー」とい
われる、1980年代後半から職を求めて日本
に居住するようになった人々で、中でも、
1990年の入管法改訂により日系人（及びそ
の姻戚関係を持つ者等）に就労可能な「定住
者」ビザが与えられたことから、ブラジル人
が 1 万3000人と日本では最大の集住地域
となっている。そうしたことから浜松市では、
3～4年前からこれら外国人市民との共存・
共生を踏まえたまちづくりに取り組み出して
いるが、こうした浜松が直面する多文化とい
う状況は、文化政策という点からも、これか
らの地球社会における文化・芸術のあり方を
考える上できわめて大きな意味を持つものと
思われる。
　芸術は、一面においては、民族固有の文化
を土壌に生まれ、そうした文化の中で育って
いくものであるが、他面においては、それを
生み出した民族を越え（また時間も越えて）交
通し、異文化と交流（時には対立）する中で、
自らも洗練されると同時に、人類の文化をよ
り豊かなものとしていくものである。（文化政
策とは、せんじ詰めれば、そうした芸術と文
化の相互転換を促進することで、その国なり
地域の文化をより豊かなものにすることを目
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指すものにほかならない）。そうした観点から
は、今日の浜松は、まさに芸術がどのように
エスニシティに関わり、またそれを越えて繋
がり連携していくのかの、絶好の観察地であ
り、実験場だといえなくもない。
　この研究事業報告は、平成13年から15年
の 3 カ年にわたって行われた学長特別研究
「多文化社会における芸術文化の意義とあり
方」にて実施された 3 本の文化事業の概要を
まとめたものであり、ここで提起した問題に
対し、何らかの回答なり提言にはまだ至って
いるものではない。今後、これらの事業を分
析し、検討を加えることで、多文化社会にお
ける芸術の可能性を検証し、社会をより豊か
なものとしていく芸術の意義を明らかにし、
浜松市のこれからの文化政策に寄与できるこ
とにつながっていければと願っている。
◇平成13年度研究事業：
　　平成13年 4 月に浜松で開催された「路
上演劇祭」とタイアップし、路上演劇祭に
おけるパフォーマンスやブラジル人の子ど
もたちとのワークショップを記録（写真ビ
デオ等）するとともに、メキシコにおける
路上演劇プログラムのリーダーであるギ
ジェルモ・ディアス氏などへのインタ
ビューや、公開シンポジウムにおける活動
報告と討議をコーディネートした。
 〈共同研究者〉　高田和文（国際文化学科）、李
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孝徳（国際文化学科）、扇田昭彦（芸術文
化学科）、谷川真美（芸術文化学科）、小
林真理（芸術文化学科）
◇平成14年度研究事業：
　 イタリアと日本で活躍するイラン人現代
美術家ホセイン・ゴルバ氏を招き、氏が各
地で実施している多文化共生プロジェクト
「子どもの足跡」を、浜松に住む日本人とブ
ラジル人の子どもたちとともに実施し、そ
れらを踏まえ、芸術活動を通した地域社会
における異文化の共生のあり方について検
討すべく公開フォーラムを開催した。
 〈共同研究者〉　高田和文（国際文化学科）、谷
川真美（芸術文化学科）、小林真理（芸術
文化学科）、宮川潤次（デザイン学部空間
造形学科）；特別参加：池上重弘（国際文
化学科）
◇平成15年研究事業：
　 アフリカ系ブラジル人の民族宗教の舞踊
音楽であるカンドンブレのグループが来日
したのを機会に、浜松在住のブラジル人と
共催して、カンドンブレの公演と、ブラジ
ル人と当大学の学生と共同で創作ダンスの
制作・公演を実施することで、文化事業の
企画実施面での協働を試みた。
 〈共同研究者〉　高田和文（国際文化学科）、池
上重弘（国際文化学科）、梅若猶彦（芸術
文化学科）
2．「路上演劇祭 Japan in 浜松」の概要
　当演劇祭は、浜松市の民間団体（現在は特
定非営利活動法人）である浜松 NPO ネット
ワークセンターが中心となって結成された
「路上演劇祭 JAPAN 実行委員会」が主催し
て、2001年 4 月18日～22日にわたって
浜松市内数カ所で行われたものである。静岡
文化芸術大学においても、当研究チームを中
心に学生を交えて結成された実行委員会との
共催で、自己表現ワークショップ（18～20
日）と公開シンポジウム（21日）が行われた。
　「路上演劇祭 Japan in 浜松」の趣旨・概
要は以下の通り（伊藤裕夫「多文化共生の地
域文化づくり」、『海外移住』2001年 7 月号、
国際協力事業団発行より）。
　「去る（2001年）4 月、東京・世田谷区と
浜松市の 2 箇所で、メキシコや韓国からのパ
フォーマーを迎えて、日本初の試みである「路
上演劇祭 JAPAN 」が開催された。以下、浜
松地域の外国人市民の文化活動との関連に焦
点を絞り、紹介する。
　まず路上演劇とは何かであるが、よく似た
ものに大道芸がある。路上演劇がそれと異な
る点は、路上という様々な人々が行き交う「公
共の場」で、今日の社会の問題を発掘し、身
体表現を通してそうした問題を抱えている当
事者と共有し、社会に向けて発信していくと
いう、社会運動的な目的意識を持って行われ
ているところにある。
　そうした趣旨から、日本でも今日の社会に
おける様々な問題を視野に置きつつ計画され
たわけだが、特に浜松では、浜松市及びその
近郊に居住する外国人市民との文化的な共生
をテーマの一つにとりあげることにした（他
にも、スプロール現象で今は寂れてしまった
駅南の商店街を舞台に、そこに暮らす人々に
話を聞き、それらを素材にいっしょに劇を作
ることで、町の移り変わり、失ったもの得た
もの、そして今、町はどう変わっていくのか、
いきたいのかを考える＜取材劇＞などが行わ
れた）。
　周知のように、浜松周辺には多くの外国人
が多く居住しており、その数は浜松市内だけ
でも人口の 3 ％の 1 万9000人（74カ国、
外国人登録者数：平成13年度）、その大半が
日系ブラジル人である。彼らはレストランや
ブラジル新聞社、旅行会社などの事業を興す
他、サンバやカポエイラなどの文化とともに
独自のコミュニティをつくり、地域社会にお
けるプレゼンスを高めつつあるが、市民が彼
らの文化と素直に向き合おうという気運の高
まりはまだ見受けられない。
演劇祭では、こうした浜松の「多文化性」を
市民が認識し、地域の文化として共有するこ
とと、外国人市民の子どもたちの「自己表現」
を支援するという点から、二つのプログラム
── 在住ブラジル人たちの劇団オフィシー
ナ・ブラジルの公演と、ブラジル人の子ども
たちとのワークショップ──が実施された。
オフィシーナ・ブラジルは、浜松地域の在住
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多文化社会における芸術文化の意義とあり方
ブラジル人たちにより数年前に結成された劇
団で、ブラジル人の子どもたちに母国の物語
を演じて見せ、母国の文化に触れる機会を提
供するなど、ブラジル人コミュニティの中で
活動を続けてきたが、この度、路上公演を行
うことで、はじめて日本人社会にその存在を
アピールした。また、ブラジル人の子どもた
ちのためのワークショップは、メキシコで路
上演劇祭を主催するギジェルモ・ディアス氏
とその仲間により、アラ・ブラジル人協会の
協力のもと、日本の公立学校に通う小中学生
18人の参加を得て、3 日間にわたって行わ
れ、その間に子どもたち自身が創りあげた寸
劇が 4 本、路上にて披露された。
　ワークショップを含めても、東京・浜松併
せて10日間の短い催しではあったが、少な
くとも浜松においては、これが契機となって、
演劇祭に関わった若いボランティアの間から、
恒常的な外国人市民との文化的協働を推進し
ていこうという動きも生まれ、多文化共生の
新しい地域文化づくりが期待される。」
　また、演劇祭に関連して行われた公開シン
ポジウムの概要は以下の通りである。
第1部　基調講演
「路上演劇とは何か～社会との出会いを求めて～」
ギジェルモ・ディアス（メキシコ、路上演劇計画代表）
第2部　活動報告（ビデオ等の上映付き）
・青少年女子のためのソシオドラマ
シン・リー（韓国）
・アクロバットと道化　モイセス・ミランダ
（メキシコ）
写真1 ブラジル人の子どもたちと語るディアス氏
・砂山のまちと人の物語 成沢　富雄（日本）
第3部　コメントと討議　
パネリスト：ギジェルモ・ディアス
里見のぞみ（パフォーマー）
ジルソン・サントス（在日ブラジル
人劇団オフィシーナ・ブラジル）
高田　和文（静岡文化芸術大学）
コーディネーター：伊藤　裕夫
　当公開シンポジウムは、路上演劇祭参加グ
ループの活動報告を軸に、路上演劇とはいっ
たい何か、そしてそれは演劇のあり方にとっ
てどのような意味を持ち、また路上という公
共空間に何をもたらすのかを明らかにすべく、
「路上演劇祭 JAPAN in 浜松」の一環として、
静岡文化芸術大学と実行委員会の共催で行わ
れたものである。
　まず、基調講演「路上演劇とは何か～社会
との出会いを求めて～」でメキシコの路上演
劇計画代表ギジェルモ・ディアス氏は、メキ
シコで路上演劇をはじめた理由として、演劇
とは本来世界を表現するもの、現代社会を映
す鏡であり、人生に希望をもたらし精神的な
健康を促進するものであった。それが現代の
劇場においては失われており、それを再建
すべく路上に出た。そこでは、演じ手と観客
の間の境はなく、普通の人が役者となって自
分を表現できる。人びと、特に子どもたちが
様々なアイディアを出し合い、イメージをふ
くらませることで、路上が世界を表現する
ファンタジックな舞台となる。そして人びと
は、そこで自分を見つめ直し、自分の考え方
や生き方を発見するだろう──と路上演劇の
意義を語った。
　活動報告では、まず韓国のパフォーマーで
あるシン・リーさんから、海の星高校で行っ
たワークショップ「青少年女子のためのソシ
オドラマ」の考え方として、彼女自身の生い
立ちを交え身体表現の意味──あらゆる人間
は表現者であり、アーティストであって、「私」
の中にある詩や音楽を引き出すこと、そのた
めには「完璧さ」をもとめるのではなく、自
分を見つめ、心を開き、カラダを開いていく、
が求められる──が提起された。次にワーク
ショップ「アクロバットと道化」を行ったメ
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キシコのパフォーマー、モイセス・ミランダ
氏から、23 年間の路上演劇活動を通して、
（警察などの取り締まりの中で）路上で地域の
人びとと身近な課題からドラマをつくってい
くには、役者は肉体的にも精神的にも強くな
ければならない、そのためには自分の体と心
をよく理解することが重要だという指摘が
あった。そして「砂山のまちと人の物語」の
ワークショップの成沢富雄氏からは、まちに
住むいろいろな人びとから話を聞きつつ、と
もにドラマを作り上げていく取材劇の方法と、
その結果今回浜松でつくられた劇の一部が紹
介された。
してそうした演劇を通して、本来演劇がつく
りあげてきた本当の意味での「公共空間」を
路上に作り上げていることが指摘された。
3．「子どもの足跡」プロジェクトの概要
　「子どもの足跡」プロジェクトは、イラン生
まれで現在イタリアで活動している現代美術
家のホセイン・ゴルバ氏が、氏の提唱する壮
大な構想「アジア・フロント～差異は価値で
ある～」の一つのプロジェクトとして数年前
から始められた、「多文化共生と平和」のため
の、世界の子どもたちとのコラボレーション
による作品製作のプロセスである。具体的に
は、様々な国・民族の子どもたちの足跡が付
けられたテラコッタのパネルによる、多文化
をつなぐ「道」をつくり、世界の町を彩ろう
というもので、ボランティアが中心となって
活動している現代美術活動である。既に、
2001年の夏、イタリアのフィレンツェで開
催されたゴルバ氏の展覧会「差異は価値であ
る」展（ 7 月 6 日～ 9 月30日、ピッティ
宮殿美術館）の一作品として、ルネッサンス
時代の公園（ボーボリ公園）にて、アジアと
イタリアの子どもの「足跡の道」が公開され
た（その一部は、日本でも同年 9 月に NHK
の『日曜美術館』にて放送されている）。
　「子どもの足跡 in 浜松」は、日本で初めて
の地域バージョンとして、多文化状況の進
みつつある浜松において、同じ地域に生活
する外国人の子どもたちと日本人の子ども
たちの足跡による、多文化共生都市浜松の
新しい「道」をつくろうというものである。
計画・準備・実施に当たっては、地域の方々
の協力──具体的には、ブラジル人の子ども
たちへの参加呼びかけについては外国人学習
サポート協議会と特定非営利活動法人浜松日
本語教育ボランティア協会、日本人の子ども
への呼びかけには佐鳴台連合自治会・子供会、
粘土板の作成・焼成については社会福祉法人
ひかりの園・浜松協働学舎の遠州根洗窯、ま
た当日の運営では浜松市内の大学生の連合組
織である CSN（Col lege Students
Network）、記録写真は地元の写真家の中山
斗倭子氏、全体のコーディネートには中小路
太志氏などの協力をいただいた。そして、
　最後のパネルディスカッションでは、マ
イム・パフォーマーの里見のぞみさんから、
なぜ日本で路上演劇祭を開催するに至った
か ── 9 年前に偶然に参加したメキシコの
路上演劇祭で受けた衝撃と、今日の日本にお
ける様々な社会問題が見えにくくなってきて
いる状況への憂いなどが語られた。次いで浜
松で活動する在住ブラジル人劇団オフィシー
ナ・ブラジル代表のジルソン・サントス氏か
ら、演劇活動をする理由──演劇は形ではな
く魂であること、それゆえマイノリティには
演劇が必要なこと、特に（ブラジル人の）子
どもたちの感性に訴える演劇をつくらねばな
らない、ということが語られた。そして最後
に、静岡文化芸術大学の高田和文教授から、演
劇史的に見た路上演劇の意義は、作品ではな
くプロセスを重視すること、身体的コミュニ
ケーションにより観客を参加者にしていくこ
と、形を学ぶのではなく自らの中にあるもの
を出していく演技法、という点にあること、そ
写真2 オフィシーナ・ブラジルの路上演劇
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多文化社会における芸術文化の意義とあり方
2002年10月19日、浜松市内佐鳴湖湖畔
の佐鳴湖公園にて、ブラジル人と日本人の子
ども60名の参加を得てワークショップが行
われ、そこで採取された粘土板は、乾燥の後、
翌年 2 月中旬から末にかけて、知的障害者の
授産所である浜松協働学舎第二根洗作業所の
根洗窯にて焼成された。そして今後、浜松市
内のしかるべき場所（公園等を検討中）に設
置される予定となっている。
浜松の子どもたちへ（ゴルバ氏からのメッセージ）
　私は、ずいぶん前から、多くの子どもたちとそ
のご両親、そして先生がたなどの協力を得なが
ら、ひとつの夢を実現しようとしています。その
夢は、世界の沢山の場所で、子どもたちの足跡に
よる小さな道を作ることです。
　この小さな道は、「差異は価値である」という
主旨のもと、世界の平和をサポートするためのも
のです。この道は、一人の子どもの右足ともう一
人の子どもの左足が一歩となってできていきま
す。
　10月19日は、浜松で、日本人の子どもたち
と外国人の子どもたちと一緒に、足跡の道作りを
したいと思います。
　みなさんにお会いできることを楽しみにしてい
ます。
2002年 9 月30日　H. ゴルバ
　翌年 3 月 8 日の午後、静岡文化芸術大学
379講義室にて、初年度の「路上演劇祭」、次
年度の「子どもの足跡」を踏まえて、それぞ
れの関係者にお集まりいただき、小さな研究
集会を行った。参加者は、山口祐子（浜松
NPO ネットワークセンター代表：路上演劇
祭）、ホセイン・ゴルバ（現代美術家：子ども
の足跡）、ジルソン・サントス（在浜松ブラジ
ル人、劇団「オフィシーナ・ブラジル」主宰）
に、共同研究者の高田和文教授と池上重弘助
教授で、筆者が司会になって進めた。
　ビデオなどを用いた 2 つの事業の報告の
後、多文化社会における芸術の可能性を巡る
討論を行ったが、その中でゴルバ氏からは、か
つてのシルクロードを一つのモデルに、多文
化をつなぐ人々の交流のネットワークを形成
する必要性が、サントス氏からは異国での生
活における文化の重要性と今日における欠如
の問題が、そして山口氏からは、浜松におけ
る外国人市民の文化活動を支えるプラット
ホームとなるような組織づくりの提案が行わ
れた。
写真3 鳥の巣をつくるワークショップ
4．アフロ系ブラジル宗教音楽「カンド
ンブレ」公演の概要
　カンドンブレ（Candombré）とは、ブラジ
ル文化の研究者である古谷嘉章九州大学教授
によれば、以下の通りである（2003年夏、東
京で開かれた「東京の夏」音楽祭のための原
稿より）。
　「西暦1500年にポルトガル人がブラジル
を「発見」して以来、数百万におよぶ人々が、
奴隷としてアフリカから強制的に連れてこら
れた。ブラジルの北東部に位置するサルバ
ドールを州都とするバイーア州は、古くから
植民地化の拠点だったことから、現在でもブ
写真4 足跡を採取するゴルバ氏（左）
（photo 中山斗倭子）
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ラジルにおけるアフロ系文化の中心地となっ
ており、音楽の面でも、ブラジル音楽の揺籃
ともいえる位置を占めている。カンドンブレ
もそのようなアフリカ系文化のひとつである。
カンドンブレは、アフリカのヨルバ語圏を
中心に広がった土着宗教が、奴隷貿易を通じ
てブラジルにもたらされたものだが、もはや
アフリカの特定の宗教のレプリカではない。
奴隷たちは、キリスト教（カトリック）への
改宗を強制されたが、カトリックの聖人に自
分たちの神々を対応させて自分たちの宗教を
守った。その結果、カンドンブレは、混淆的
な宗教となっており、奴隷制廃止後も、アフ
リカ系ブラジル人の互助組織として発展して
きた。
現在では、カンドンブレは、もはや黒人だ
けの宗教ではなく、ブラジル文化の一部とし
て一般の民衆の中に根付いている。ブラジル
は、圧倒的多数のカトリック信者をもつ世界
最大のカトリック国だが、キリスト教の教会
とカンドンブレのテヘイロ（カンドンブレの
教会）の両方に通っているブラジル人も少な
くない。カンドンブレは、多くのブラジル人
の人生や生活において、非常に重要な意味を
もっているのだ。
カンドンブレではオロドゥマレを最高神と
し、それぞれ特徴をもった多数の神々（オリ
シャ）を信仰している。例えばオグンという
神であれば、戦いの神、鉄の神、シンボルカ
ラーは緑、聖なる日は火曜日、6 月13日、気
性が激しい、身体は毛が長いなどがその特徴
である。人々は自分の前後左右の守護神を司
祭から占ってもらい、その守護神を大切に信
仰する。カンドンブレの儀式ではこれらの
神々が、それぞれ違うリズムで叩かれるパー
カッションとそれぞれをイメージした衣装を
まとった踊り手により呼び出される。
今回来日するモニカ・ミレットが司祭をす
るガントイスのテヘイロは、1849年にサル
バドールで設立されたブラジルの中で最も重
要かつ歴史的なテヘイロの一つである。モニ
カの大叔母メニーニャは「オラソン・ダ・マ
イン・メニーニャ」という歌になるほど有名
だった。1986年に死去したが、その人望か
ら「小さなマリア」と呼ばれブラジル人から
愛され続けている。ガントイスのテヘイロが
国外で公演を行うのは今回が初めてである。
本公演では12のオリシャ（神々）が日本で
初めて紹介される。」
　平成15年度は、いままでの研究事業がど
ちらかといえば日本人サイドで企画立案し、
ブラジル人コミュニティを巻き込む形で行っ
てきたものであったのに対し、より対等な形
で「共催」できるものを行いたいと考えてい
たところ、たまたま毎年東京で開催されてい
る「〈東京の夏〉音楽祭」（主催：アリオン音
楽財団、朝日新聞社）に、ブラジルから「ア
フロ・ブラジル音楽のルーツ」とされるブラ
ジルの宗教儀式「カンドンブレ」のグループ
「グルーポ・アシェ・ド・ブラジル」が初来日・
公演することを知った。そこでこのグループ
を東京公演の後浜松に呼び、ブラジル人コ
ミュニティと共催する形で「演奏会」──と
いってもステージで行うのではなく、カンド
ンブレがブラジルで行われているのと同じよ
うに路上で市民とともに歌い踊るものを開催
し、協働のあり方を検討することにした。
　浜松に住むブラジル人のグループ（アフリ
カ系ブラジル人アデルソン・ブリット氏他）や
浜松の市民活動団体・文化団体のメンバーと
何回か会合を重ね、これを機会に浜松市民に
ブラジルの多様な文化を知ってもらうワーク
ショップや、浜松在住のブラジル人と静岡文
化芸術大学の学生によるカンドンブレ音楽に
よる創作ダンス公演などが新たに計画に付け
加わり、以下のような形で事業は実施された。
◇前夜祭
日時：7月21日（月・振替休日）16：00
～20：00
会場：静岡文化芸術大学構内（281中講義
室＆ 2 階ガラス工房前ガーデン）
プログラム：
1）公開レクチャ 「ーカンドンブレ──ブ
ラジルのアフロ系文化」
（16：00～18:00）
講師：ブリット　アデルソン（在浜松
ブラジル人、ヨルバ文化研究者）
＊ビデオ、音楽を交えて、アフロ系ブラジ
ルの歴史や文化について学ぶ
2）創作ダンス公演（18：30～）
出演：ALAFIA（在浜松ブラジル人と
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多文化社会における芸術文化の意義とあり方
 SUAC ダンス部の合同チーム）
振付・指導：マギダ　アルベス
演目：Insistir em Existir
＊ALAFIAとは、「平和」を意味するヨルバ
語（アフリカ、ナイジェリアのヨルバ族
の言葉）。
◇本公演
日時：7 月22日（火）　19：00～
会場：静岡文化芸術大学構内（ 2 階ガラス
工房前ガーデン）
出演：グルーポ・アシェ・ド・ブラジル（モ
ニカ・ミレット司祭ほか14名）
演目：12のオリシャ（神々）の踊り
アフリカの土着宗教が、奴隷貿易と
ともにブラジルへ渡来。当地のカト
リック信仰への強制改宗にともない独
特の発展をとげた混淆的宗教、カンド
ンブレ。伝説的司祭メニーニャを大叔
母にもつモニカ・ミレットの初の日本
公演。パーカッションに誘われる神々
のダンスは、ラテン・ポップスの源流
といわれている。
＊ともに入場無料
なお、運営に当たっては、国際文化学科と
芸術文化学科の学生の協力を得た。
　
5．成果と評価
　平成13年から15年の 3 ヵ年にわたって、
浜松の日本人社会とブラジル人社会をつなぐ
ことを目指して実施された、演劇、現代美術、
そして音楽・舞踊といった芸術文化をベース
とした文化事業を通しての「多文化社会にお
ける芸術文化の意義とあり方」研究は、これ
をもって第一段階を終了する。これらの研究
事業からは、いまのところ学術上の成果は得
られていないが、地域社会と大学との関係に
おいて以下のような成果が得られた。
　「路上演劇祭」は、平成13年 4 月18日
～22日にわたって浜松市内数カ所で行われ、
大学においてもワークショップ（18～20
日）とシンポジウム（21日）に開催され、こ
れらは新聞等マスコミにも大きく報道され、
地域社会と大学との連携 ── 人的なネット
ワーク（メキシコの路上演劇グループ、在住
外国人の文化活動家、浜松の NPO 関係者な
ど）の形成──が強化された。学生もボラン
ティアとして参加し、大きく寄与した。また、
これらの一つの果実として、国際交流フェア
でのブラジル人劇団と静岡文化芸術大学の学
生との共同制作である二カ国語演劇「船」が
生まれた。
　「子どもの足跡」は、ワークショップ・イベ
ント自体は平成14年10月11日の午後とい
う 1 日限りのものであったが、それまでのプ
ロセスの中で、地域の自治会や NPO とのよ
り深い協力関係や、浜松におけるブラジル人
とのいくつかの接点──日本語教室などに通
う子どもたちを通したもの──の形成にも役
立った。（特に、ブラジル人コミュニティとの
接点づくりに関しては、国際文化学科の池上
重弘助教授の個人的アドバイスや、同助教授
が中心となって行っている共同研究「浜松型
多文化共生社会の創出をめぐる学際的研究」
写真5 ALAFIAの創作ダンス
写真6 グルーポ・アシェ・ド・ブラジル
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（平成13年、14年）における研究会で学ん
だことが大いに役にたった。ここに謝礼を申
し上げる次第である）。粘土板づくりの準備や
当日の運営には、（他大学の学生も含め）学生
もボランティアとして参加し、大きく寄与し
た。なお、今後の課題として、焼き上がった
子どもの足跡の付いたテラコッタを、浜松市
内のしかるべき場所に設置する活動を、いか
に関係した人々を巻き込んで進めていくかと
いうことが残されており、これに向けて努力
を重ねたい。
　「カンドンブレ」は、過去の二回の研究事業
が日本人サイドの企画・立案であったのに対
し、最初のきっかけはともかく、実際の計画
づくりのプロセスからブラジル人を巻き込み、
ともに企画を立て一緒に実施したという点で、
新しい試みであった。具体的には平成15年
4 月中旬から、浜松在住のブラジル人ブリッ
ト氏と会合を重ね、氏の紹介でブラジル人ダ
ンス教師マギダさんらのグループが加わり、
その中でブラジルにおけるアフリカ系の文化
について学んだり、またブラジル人と本学の
学生と共同で新しくカンドンブレの音楽を
使った創作ダンスを制作することが決まり、
そのための稽古が 2 ヶ月にわたって行われ
た。公演事業は、7 月21日（前夜祭：レク
チャーと創作ダンスの公演）、22日（ブラジ
ルからの来日グループの本公演）の 2 日で
あったが、日本人・ブラジル人合わせて400
名（比率はほぼ半々）の参加を得、たいへん
盛り上がり、参加したブラジル人の何人から
は「日本に来て以来、最高の夜であった」と
いう賛辞をいただいた。
　当研究事業は、当初は浜松地域における在
住外国人の文化活動をより広く取材する予定
であったが、在住外国人のほとんどは言うま
でもなく外国人労働者として在住しているの
であり、芸術文化活動に関わる時間もほとん
どなく、また芸術文化に関わりがある者は、絵
画や写真といった休日に一人で制作できるも
のがほとんどであることが明確になるにつれ、
単純なアンケート調査などで実態や課題を把
握することは不可能と悟り、時間をかけてい
くつか具体的な働きかけを行う中から、課題
を把握するアプローチに変更することにした
ものであった。
　3 年にわたる当研究事業は、浜松の地域に
一定の在住外国人と日本人の文化的交流・協
働の促進をもたらしたが、しかしながら芸術
文化活動の地域社会へ及ぼす影響力は、単に
一過性のイベントによって可能となるもので
はない。ブラジル人劇団と学生との協働は公
演後解散し、その後の活動は継続できていな
いし、また「子どもの足跡」も設置という大
きな課題を残したままである。
　しかし、いくつかの新しい動きが出てきた
ことも見逃せない。「路上演劇祭」の後、地元
の劇団である「砂喰社」がブラジル人劇団の
主宰者ジルソン・サントス氏と作品づくりを
行った。また現在、浜松 NPO ネットワーク
センターが中心となって、在住外国人の高校
生と日本人の高校生による壁画（ミューラル）
の製作活動を通した、ニューカマーの若者の
リーダー養成と地域の支援団体・学校・若者
との連携をはかるプロジェクトが始まってい
る。
　こうした動きを後押しするものとしての、
（平成14年度研究事業の研究集会での山口氏
の提案にもあった）地域のプラットホームづ
くりは、これからの重要な課題であろう。浜
松市の国際室や浜松国際交流協会と連携しつ
つ、しかし基本は市民主体（ここにはもう一
方の当事者である外国人市民の参加も欠かせ
ない）で行う必要がある。また併せて、より
広範な市民の理解と参加をはかるものとして
の、多文化共生をテーマにした新しい浜松の
文化祭（芸術祭）を企画し実施することも必
要である。その場合も、その実行委員会には
外国人市民の参加は欠かせず（というか、む
しろ主導権は彼らが握ることが望ましい）、そ
のためにもこの研究事業の成果の活用を望み
たい。
　最後に、この研究事業に共同で参加いただ
いた同僚の先生方、さらにこのような形の研
究事業を承認していただいた木村学長、また
事業実施に当たって協力していただいた本学
事務局の皆さん、ボランティアとして協力し
てくれた学生諸君、そして何よりも地域にお
いて研究事業を応援し協力していただいた浜
松市民や市民団体、その他関係機関の皆さま
に、この場を借りてお礼を申し上げます。
